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　令和8年5月1日付にて第二外科部長に着任いたしま　令和8年5月1日付にて第二外科部長に着任いたしま
した肥田侯矢と申します。平成9年に京都大学を卒業しした肥田侯矢と申します。平成9年に京都大学を卒業し
た後、沖縄や大阪で研修し、消化器外科の道を進んでまた後、沖縄や大阪で研修し、消化器外科の道を進んでま
いりました。京都大学大学院では臨床研究グループを立いりました。京都大学大学院では臨床研究グループを立
ち上げ、12年間にわたり大学院生の指導を行ってきましち上げ、12年間にわたり大学院生の指導を行ってきまし
た。臨床研究では今まで正しいと思われてきたことが本た。臨床研究では今まで正しいと思われてきたことが本
当に正しいのか、伝統的な手術と新たな手術ではどこが当に正しいのか、伝統的な手術と新たな手術ではどこが
違ってどちらがどのように優れているのか、新しい治療違ってどちらがどのように優れているのか、新しい治療
には本当に意味があるのか、など患者さんを中心にしたには本当に意味があるのか、など患者さんを中心にした
研究をしています。研究をしています。

　私が医者になったころにはまだほとんどが開腹手術　私が医者になったころにはまだほとんどが開腹手術
（お腹をあける手術）でしたが、10年後には腹腔鏡手術（お腹をあける手術）でしたが、10年後には腹腔鏡手術
という小さな傷で体に負担の少ない手術が出現し、20という小さな傷で体に負担の少ない手術が出現し、20
年後にはロボット手術という、関節を持った道具を使って年後にはロボット手術という、関節を持った道具を使って
精緻な作業が行える環境があらわれました。まさに外科精緻な作業が行える環境があらわれました。まさに外科
における激動の時代を経験してきました。京都大学ではにおける激動の時代を経験してきました。京都大学では

主に結腸癌、直腸癌に対する腹腔鏡手術とロボット手術・主に結腸癌、直腸癌に対する腹腔鏡手術とロボット手術・
その教育に従事し、発信してきました。赤十字病院でもその教育に従事し、発信してきました。赤十字病院でも
若い先生と一緒に世界に通用する精緻な手術を進めて若い先生と一緒に世界に通用する精緻な手術を進めて
いきたいと考えています。いきたいと考えています。

　国内の学会では、外科教育学会を京都で主催し、現在　国内の学会では、外科教育学会を京都で主催し、現在
も外科教育の最先端で活動しています。消化器外科医も外科教育の最先端で活動しています。消化器外科医
が減少しているという問題を解決するために、教育は極が減少しているという問題を解決するために、教育は極
めて大切な領域です。学生や若い外科医、ベテランの外めて大切な領域です。学生や若い外科医、ベテランの外
科医まで、患者さんに寄り添える外科医を育てていきた科医まで、患者さんに寄り添える外科医を育てていきた
いと考えています。消化器外科学会では、ハラスメント対いと考えています。消化器外科学会では、ハラスメント対
策委員として内外に向けてハラスメントのない診療を追策委員として内外に向けてハラスメントのない診療を追
求しています。求しています。

　赤十字病院では患者さん、スタッフが快適にすごせる　赤十字病院では患者さん、スタッフが快適にすごせる
よう尽力したいと思っておりますのでみなさまのご協力よう尽力したいと思っておりますのでみなさまのご協力
をお願いいたします。地域の先生方との連携も非常に重をお願いいたします。地域の先生方との連携も非常に重
要だと考えており、顔の見える関係を築いていきたいと要だと考えており、顔の見える関係を築いていきたいと
思っております。滋賀を盛り上げていきたいと思っており思っております。滋賀を盛り上げていきたいと思っており
ますのでどうぞよろしくお願いいたします。ますのでどうぞよろしくお願いいたします。
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大津赤十字　外科

◆ プロフィール ◆
卒年：1997年

◆ 認定専門資格 ◆
日本外科学会　専門医・指導医
日本消化器外科学会　専門医・指導医
日本内視鏡外科学会　技術認定医
日本大腸肛門病学会　専門医
ロボット手術プロクター（指導医）大腸領域


